
　今月
こんげつ

も様々
さまざま

な行事食
ぎょうじしょく

を予定
よてい

しています。２７日
にち

（金
きん

）には河野
こうの

っ子
こ

の人気
にんき

メニュー「キムタク

ごはん」を予定
よてい

しています。お楽
たの

しみに！

　まだまだ寒
さむ

い日
ひ

が続
つづ

きます。体
からだ

を温
あたた

める効果
こうか

のある大根
だいこん

やかぶ、ごぼう、にんじんなどの根菜
こんさい

を意識
いしき

して給食
きゅうしょく

に取
と

り入
い

れています。しっかり噛
か

んで、よく味
あじ

わって食
た

べましょう。

　大豆
だいず

を食品
しょくひん

として見
み

たときも、「畑
はたけ

の肉
にく

」といわれるほど、良質
りょうしつ

のたんぱく質
しつ

に富
と

み、さらに

ビタミンB群
ぐん

、カルシウム、鉄
てつ

などの無機質
むきしつ

（ミネラル）、食物
しょくもつ

せんいなど健康
けんこう

作
づく

りに大切
たいせつ

な栄養
えいよう

素
そ

もたくさん含
ふく

んでいます。大豆
だいず

や大豆
だいず

製品
せいひん

を積極的
せっきょくてき

に食事
しょくじ

に取
と

り入
い

れましょう。

「魔
ま

が滅
めっ

する」のマメで鬼退治
おにたいじ

！ 「炒
い

る」は「射
い

る」にかけて

豆
まめ

まきの主役
しゅやく

は「年男
としおとこ

」「年女
としおんな

」 最後
さいご

は年
とし

の数
かず

だけ食
た

べる

　節分
せつぶん

で豆
まめ

をまくのは、豆
まめ

が

「魔
ま

滅
めつ

」に通
つう

じ、鬼
おに

がおびやか

す災難
さいなん

や病気
びょうき

を寄
よ

せ付
つ

けないと

されたからといわれています。

　寺社
じしゃ

などでは、その年
とし

の干
えと

支生
う

まれの「年男
としおとこ

・年女
としおんな

」が

よく豆
まめ

まきをします。

　豆
まめ

まきの「福豆
ふくまめ

」を年
とし

の数
かず

だけ食
た

べると１年
ねん

を健康
けんこう

に過
す

ごすことができるといわれて

います。

　炒
い

った豆
まめ

を使
つか

うのは、生
なま

豆
まめ

の

ままだと落
お

ちた豆
まめ

から芽
め

が出
で

て

不吉
ふきつ

とされていたからです。また、「炒
い

る」

を「射
い

る」にかけて悪
わる

い鬼
おに

を退治
たいじ

します。

豆
まめ

まきの豆
まめ

、大豆
だいず

を知
し

ろう！

　節分
せつぶん

には「豆
まめ

まき」をします。立春
りっしゅん

を１年
ねん

のはじまりと考
かんが

えると「節分
せつぶん

」は前年
ぜんねん

の一番
いちばん

最後
さいご

の日
ひ

となります。そ

こで、前年
ぜんねん

のけがれや悪
あく

を払
はら

い、新
あたら

しい春
はる

に幸
しあわ

せを招
まね

くための儀式
ぎしき

として「豆
まめ

まき」を節分
せつぶん

の行事
ぎょうじ

として行
おこな

う

ようになりました。豆
まめ

まきの豆
まめ

には、炒
い

った大豆
だいず

を使
つか

います。

令和７年度

河野小・給食センター

　「福
ふく

は内
うち

、鬼
おに

は外
そと

」。節分
せつぶん

は立春
りっしゅん

の前日
ぜんじつ

、冬
ふゆ

が終
お

わって春
はる

に移
うつ

るという季節
きせつ

の変
か

わり目
め

を意味
いみ

します。寺社
じしゃ

や家々
いえいえ

で行
おこな

われる豆
まめ

まきは、災
わざわ

いを追
お

い払
はら

い、福
ふく

を呼
よ

び込
こ

むという願
ねが

いを込
こ

めて行
おこな

われてきた風習
ふうしゅう

です。立春
りっしゅん

を過
す

ぎ、暦
こよみ

の上
うえ

では春
はる

ですが、寒
さむ

さの厳
きび

しい日
ひ

が続
つづ

きます。規則正
きそくただ

し

い生活
せいかつ

とバランスの良
よ

い食生活
しょくせいかつ

を心
こころ

がけましょう。

１７日
にち

（火
か

）

【山海里
さんかいり

ふるさとランチ】今年度
こんねんど

最後
さいご

の山海里
さんかいり

ふるさとランチのデザートは、南条
なんじょう

地区
ちく

のはす工房
こうぼう

「花里音
かりおん

」さんで製造
せいぞう

してもらいます。町内産
ちょうないさん

の米粉
こめこ

とひのの実
み

さ

んの冷凍
れいとう

したいちごを使
つか

った「チョコチップ入
い

りいちごマフィン」です。町
ちょう

より補
ほ

助金
じょきん

をいただいています。

【ごぼう講
こう

】越前市
えちぜんし

（旧
きゅう

今立町
いまだてちょう

国中
くになか

地区
ちく

）では、毎年
まいとし

２月
がつ

１７日
にち

に惣田正月十七講
そうでんしょうがつじゅうしちこう

と呼
よ

ばれる奇祭
きさい

「ごぼう講
こう

」が行
おこな

われます。江戸
えど

時代
じだい

に内緒
ないしょ

で作
つく

った隠
かく

し田
だ

の収穫
しゅうかく

を喜
よろこ

んだ男
おとこ

たちが、密
ひそ

かに集
あつ

まり山盛
やまも

りのごはんとごぼうを食
た

べたのが始
はじ

まりで、

約
やく

３００年
ねん

続
つづ

いています。ごぼうはその隠
かく

し田
だ

で栽培
さいばい

されていました。

【ふるさとの日
ひ

給食
きゅうしょく

】ふるさとの日
ひ

は２月
がつ

７日
なのか

（土
ど

）です。

　「ふるさとの日
ひ

」は１８８１年
ねん

２月
がつ

７日
にち

、石川県
いしかわけん

と滋賀県
しがけん

から越前
えちぜん

・若狭
わかさ

が分離
ぶんり

され今
いま

の福井県
ふくいけん

が誕生
たんじょう

しました。この「福井県
ふくいけん

の誕生日
たんじょうび

」を記念
きねん

し、県民
けんみん

一人
ひとり

ひと

りが「ふるさと」への理解
りかい

と関心
かんしん

を深
ふか

めることを目的
もくてき

として定
さだ

められました。

　福井県
ふくいけん

の郷土
きょうど

料理
りょうり

の油揚
あぶらあ

げごはん、福井県
ふくいけん

産
さん

の大豆
だいず

で作
つく

ったきなこを使
つか

ったきな

こクリーム大福
だいふく

を予定
よてい

しています。

日付
ひづけ

献立
こんだて

の説明
せつめい

２日
ふつか

（月
げつ

）

　

　

【高知県
こうちけん

ふるさと給食
きゅうしょく

】高知県
こうちけん

の郷土
きょうど

料理
りょうり

である「ぐる煮
に

」を紹介
しょうかい

します。「ぐ

る」とは高知県
こうちけん

の方言
ほうげん

で「仲間
なかま

」「集
あつ

まり」という意味
いみ

です。色々
いろいろ

な材料
ざいりょう

を煮込
にこ

む

料理
りょうり

なのでこの名前
なまえ

がつけられました。高知県
こうちけん

は薄口
うすくち

醤油
しょうゆ

をよく使
つか

う文化
ぶんか

なので、

給食
きゅうしょく

でも薄口
うすくち

醤油
しょうゆ

を使
つか

って作
つく

ります。また、ニラの生産量
せいさんりょう

・出荷量
しゅっかりょう

ともに高知県
こうちけん

が

全国
ぜんこく

トップを誇
ほこ

っています。

今月
こんげつ

の行事食
ぎょうじしょく

１３日
にち

（金
きん

）

４日
よっか

（水
すい

）


